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研究成果の概要（和文）：　本共同研究では、現代における「コスモポリタニズム」の意義を再考した。しか
し、真の再考のためには、その哲学的な背景となる「普遍主義」にまで遡ることが必要となる。こうして、われ
われは、文化や言語、人種や性の多様性・特殊性が尊重されるべきグローバル世界のなかで、「普遍主義」はど
のように可能なのか、を問うこととなった。われわれは、最終的に、西洋中心主義的・植民地主義的な価値の押
しつけでなく、排他的なナショナリズムによる反西洋・反合理主義でもなく、新自由主義に回収されてしまうポ
ストモダンでもない、真に平等なコスモポリタニズムの可能性を見出したと考える。

研究成果の概要（英文）：In this joint research project, we have reconsidered the meaning of "
cosmopolitanism" in the modern era. However, a true reconsideration requires going back to its 
philosophical background, "universalism." Thus, we came to ask how "universalism" is possible in a 
global world where diversity in culture, language, race, and sexuality should be respected. We 
believe that we have ultimately found the possibility of a truly egalitarian cosmopolitanism. This 
is a new cosmopolitanism that is not the imposition of Western-centric values, nor, conversely, 
anti-Westernism through exclusive nationalism.

研究分野：政治理論

キーワード： コスモポリタニズム　普遍主義　特殊主義　グローバリゼーション　人新世　リベラリズム　コミュニ
タリアニズム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　多様性や特殊性をただ単純に称揚したのでは、結局のところ、新自由主義に回収されてしまう「正しさは人そ
れぞれ」という立場に至るだけだろう。とはいえ、ポストモダン思想の成果を完全に無にしてしまうのでない限
り、「真実は一つ」というあからさまに西洋中心主義的な普遍主義に立ち返ることも難しい。この厄介な袋小路
をすり抜けるような新たな「コスモポリタニズム」へ至る様々な方向性を模索したところに、本共同研究の学術
的意義があると考える。　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は、「グローバルイシューの規範理論」(16K03532)の後継企画として、現代における規
範理論研究の新たな地平を切り拓くことを目指すものであった。 
コロナ禍が示したように、現代世界は、グローバルに結びつき、局所的なインパクトが容易に
世界大に拡大する世界となっている。そうした中で、国境の持つ意味はかつてに比べて大幅に低
下している。では、このように国民国家がデファクトに相対化されている現代にあって、望まし
い政治規範はどのようなものなのだろうか。これが、本研究に参加する各研究者の共通の問題意
識である。 
こうした問題意識は、古代ギリシア以来の「コスモポリタニズム」にすでに見られるものでも
ある。そこでは、グローバル化を肯定した上で、個としてのアイデンティティを普遍的なヒュー
マニティの中に求める道が模索されていた。本研究は、コスモポリタニズムが切り開いたこの道
を継承しつつ、その現代的なアップデートを試みようとして開始された。 
 
２．研究の目的 
 現代世界は、不可避的にグローバル化が進む世界である。そうした流れの中で、国民国家とい
う枠組みでは解くことのできない環境問題等の課題が数多く出現している。このとき注目され
るのは、「コスモポリタニズム」という歴史ある思想である。本研究は、「コスモポリタニズム」
を、現代的な課題に応答可能なものとしてアップデートすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 上記「研究の目的」に記した問題意識を共有した上で、本研究に参加する各研究者が、細分化
されたパートごとに研究を遂行することを基本的なスタイルとした。 
しかし、独立して研究を進めるだけでは、全体のプロジェクトとの乖離が生じる恐れがあるた
め、すでに 20 年近く定例の研究会を実施してきた「現代規範理論研究会」という枠組みを利用
して、各自の研究の進捗状況を、逐次、報告する機会を設けた。また、そこでの長時間にわたる 
ディスカッションを通じて、他のパートを担当している研究分担者から様々な示唆を得て、必要
な軌道修正を行った。また、研究分担者以外にも、先端的な研究を行っている若手研究者を招聘
し、「現代規範理論研究会」の場で、報告をしてもらうことも実施した。 
なお、「現代規範理論研究会」は、コロナ禍の中にあっても、リモートの形で研究会活動を継
続しているので、各研究者が孤立することなく、共同研究の利点を享受することができた。 
各パートごとの課題と担当者を、以下に列挙しておく。第一のパートは、「グローバル正義論
の現状と可能性」を扱う。グローバル正義論の理論的展開をフォローすることが中心である。こ
のパートを担当するのは、伊藤恭彦、上原賢司であった。 
第二のパートは、「戦争と平和」を扱う。グローバル化の中で、戦争の形態がどのように変化
し、それを規範的にどう評価すべきかを考えるすることが中心である。このパートを担当するの
は、松元雅和と有賀誠であった。 
第三のパートは、「資本主義と社会主義」を扱う。資本主義が推進したとも言えるグローバル
化の行き着く先に、逆説的にも社会主義思想の復権の兆しも見えている。そうした思想的動向を
どう評価するかを考えることが中心である。このパートを担当するのは、松井暁と田上孝一であ
った。 
第四のパートは、「グローバリゼーション時代の環境正義」を扱う。環境問題はグローバルに
対処すべき待ったなしの問題であり、環境正義についての理論的進展をフォローすることが中
心である。このパートを担当するのは、田上孝一であった。 
第五のパートは、「ナショナリズムの現代的展開」を扱う。国民国家が相対化される中にあっ
て、かえってナショナリズムのバックラッシュ現象も見られる。グローバル化の中で、ナショナ
リズムはどう評価されるべきかを考察することが中心である。このパートを担当するのは、施光
恒である。 
最終的に、それぞれのパートを統合し、コスモポリタニズムの現代的意義についての論集をま
とめることを目標とした。 
 
４．研究成果 
 本共同研究では、現代における「コスモポリタニズム」の意義を再考した。しかし、真の再考
のためには、その哲学的な背景となる「普遍主義」にまで遡ることが必要となる。かくて、われ
われは、文化や言語、人種や性の多様性・特殊性が尊重されるべきグローバル世界のなかで、「普
遍主義」はどのように可能なのか、を問うこととなった。われわれは、共同研究を進めることで、
最終的に、西洋中心主義的・植民地主義的な価値の押しつけでなく、排他的なナショナリズムに
よる反西洋・反合理主義でもなく、新自由主義に回収されてしまうポストモダンでもない、真に
平等なコスモポリタニズムの可能性を見出しえたと考える。 
 具体的な研究成果として、研究代表者、研究分担者が年度ごとに、各種学術雑誌に研究成果を



論文として発表し続けただけでなく、最終年度には、共同研究の総まとめとして『普遍主義の可
能性／不可能性』(法政大学出版局)という論文集を刊行した。 
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